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CSR重要課題への
コミットメント

三菱自動車 サステナビリティレポート2019

三菱自動車の強みと特長を生かし、
ビジョンを持って環境課題に取り組みます

気候変動・エネルギー問題への対応CSR重要課題

会長付技術顧問 山
やました

下 光
みつひこ

彦

2018年度に組織した環境ワーキンググループでは、社
会・経済情勢やその中での自動車産業の動向、当社の立ち
位置、環境評価など78項目にわたる基礎データを収集・整
理してきました。これをもとに、世界が直面する様々な課題
と当社自身の課題を抽出し、解決に向けた取り組みを検討
しています。

この取り組みの方向性としては、当社が持つ強みを最大
限に生かしつつ、地域に密着した貢献を果たすことを念頭

に置いています。
長年にわたり開発・生産している電気自動車（EV）やプ

ラグインハイブリッドカー（PHEV）といった電動車を普及
させることは、温室効果ガスの低減に大きく貢献できると
考えています。

また、気候変動の中で自然災害が増え、これにどう備える
かということが新たな課題となっていますが、家庭やオフィ
スへの電力供給が中断された際、非常用電源として活用で
きる当社の電動車は、災害に負けない強靭な社会づくりにも
役立つと考えています。実際、これまでも当社のSUV車両、電

三菱自動車では「モビリティの可能性を追求し、活力ある社会をつくること」をビジョンとし、この実
現に向けたミッションの一つとして「社会の持続可能な発展に貢献すること」を掲げています。
クルマは人々の生活に多くの利便性をもたらしていますが、その一方で環境に大きな負荷を与えて
います。クルマを生産・販売する企業として、地球温暖化にともなう気候変動・エネルギー問題への対
応は使命であるとの認識のもと、環境負荷低減への活動はもちろんのこと、実効性のある商品や技術
の普及を目指し、持続可能な社会の実現に取り組んでいきたいと考えています。

三菱自動車の特長と地域を重視
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動車が数多く被災地の支援活動に参加しています。
さらに、当社が事業を展開する国や地域との協働のも

と、環境課題の解決を目指すことで、地域に貢献したいと
考えています。特に新興国では、急速な経済成長にともな
う交通量の増加によって、大気汚染などの環境問題が深
刻化しています。電動車の普及のみならず、関連するイン
フラ整備の支援や環境啓発など、新興国の抱える課題の
解決にも深くかかわっていきたいと考えています。

現在、当社では2020年以降を見据えた次期環境ビジョ
ンを策定しています。

ビジョンの実現に向けては、全社員が環境リテラシーを
高めていくことが不可欠です。環境ワーキンググループで
は、収集したデータを社員にも広く共有し、環境に関する
知識・意識レベルの底上げを図っています。CO2排出量に

一人ひとりが環境課題を
自分ごととして捉えるために

限らず、再生可能エネルギー、廃棄物など注視すべきファ
クターは多岐にわたります。環境問題がさらに深刻化して
いくと、世界がどうなるのか、社員一人ひとりが自分ごとと
して捉えていかなければなりません。自分に何ができるか、
自身の仕事が環境課題への解決に少しでもかかわること
ができないかという視座を持つことから始め、当社グルー
プ全体の取り組みそのものを進化させていきたいと考えて
います。

関連するSDGs

CSR重要課題に関する
具体的な取り組み

取り組み方針  ..............................................  P.26

環境マネジメント  .......................................  P.29

気候変動・エネルギー問題への対応

製品における取り組み  ........................  P.34

生産での取り組み  .................................  P.39

物流での取り組み  .................................  P.40

オフィス・販売店での取り組み  .........  P.41

資源循環の取り組み

製品における取り組み  ........................  P.43
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様々な交通事故がある中でも、まず減らすべきは死者・重
傷者を出す重大事故です。重大事故の裏には軽微な事故や
事故にならない「ヒヤリハット」が多数潜んでいるものです。こ
のため、1件の重大事故が起こるまでの数百の小さな予兆の
芽を摘むことで、軽微な事故を減らし、重大事故を未然に防
ぐことができると考えています。

この「不安全行動」「不安全状態」である「ヒヤリハット」の
2018年度は、製品安全委員会が中心となって製品安全

の考え方や定義を改めて整理しました。ここでは、1．交通

発生を技術面で回避すべく、安全技術の開発に取り組んでい
ます。基礎技術や特定機能に特化した技術に加え、AIやコネ
クティッドの進化によってもたらされる新たな技術によって、
人とクルマが安全に移動できる社会の実現を目指します。

「ヒヤリハットゼロ」から
重大事故を未然に防ぐ

安全技術の開発と普及に向けて、
自ら深くかかわっていく

世界では年間約135万人が交通事故により亡くなっているといわれています（※）。特に新興国で
は、クルマの保有数増加にともない、交通事故の死者数が増加傾向にあります。交通事故削減はグ
ローバルに喫緊の課題であり、国連の持続可能な開発目標（SDGs）でも「2020年までに、世界の道
路交通事故による死傷者を半減させる（ターゲット3.6）」ことが掲げられています。
三菱自動車では、交通事故のない安心で安全な社会を目指して、製品安全の徹底や走行時の安全
を守る技術開発に取り組んでいます。

死亡事故ゼロに向けて
安全技術の開発と普及を目指します

道路交通事故の削減に寄与する製品の提供CSR重要課題

執行役員　開発マネージメント本部長 三
み う ら

浦 順
じゅん

※：WHO “Global status report on road safety 2018”
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事故を未然に防止する技術（予防安全）、2．交通事故の被
害を軽減する技術（衝突安全）、3．工業製品として想定さ
れる危険の回避（保安防災）という3点を軸に、製品安全フ
レームワークを策定しています。技術開発従事者にR&D

安全理念および安全フレームワークの浸透を図るととも
に、開発部門が連携し、一体となって安全技術の開発に努
めています。

実際に発生した事故データから、事故発生時の速度や
道路状況、運転者の属性などの運転環境データの収集・解
析も進めています。これらのデータからは、どんなに注意を
払っても人がミスをするのは避けられないという厳しい現
実が見えてきます。ただ、これを防ぐ技術を考えることがで
きるのもまた人です。私たちがここに大きく深くかかわって
いきたいという思いで、安全運転をサポートする技術の開
発と普及促進を続けています。

交通事故の削減は、自動車メーカー個社の努力だけで
成し得ることには限界があり、交通インフラを担う行政や
企業など、様々なステークホルダーとの協働が欠かせませ
ん。またドライバー、歩行者の安全意識を高めていくことも
重要な要素となり、すべてのステークホルダーが啓発して
いく役割を担っています。

将来に向けた課題は多いですが、当社が果たすべき役
割、目標は明確なので、一つひとつの取り組みを着実に重
ね、交通事故のない、安心で安全な社会の実現を目指して
いきたいと考えています。

安心で安全な社会の実現を目指して

関連するSDGs

CSR重要課題に関する
具体的な取り組み

安全についての基本的な考え方  ..........  P.66

マネジメント体制  .......................................  P.66

安全技術の開発  .........................................  P.66

交通安全の教育・普及  .............................  P.69
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2018年度は、品質方針の改訂に取り組み、「そもそも品
質方針とは何か」という定義について時間をかけて議論し
ました。品質にかかわるすべての活動の基盤となるべき品
質方針の「到達点を示唆する」「優先順位を示す」といった
必要な要素を整理した上で、内容や文言を検討しました。
その結果、品質を「事業を支える重要な基盤」と位置づけ
ていることを周知し、「お客様の期待を上回る製品品質、
セールスおよびサービス品質の追求」を宣言しています。

三菱自動車では、製品だけでなくセールスやサービスも含めた「お客様とのすべての接点で満足を提供すべ
きもの」を品質として定義しています。これが、トータル・カスタマー・サティスファクション（TCS）の考え方です。
「TCS」では、品質向上に取り組む領域を製品、感性、セールス、サービスの4つの柱で捉えています。お客様が
車の購入を検討されてから、販売店にいらして、クルマに触れ、サービスを受けるという一連の流れの中で、お客
様と当社との間のすべての接点でご満足いただきたい。そのための人材育成、仕組みづくり、クルマづくりを心が
けています。

また、その実践に向けた「全社的なマネジメント品質の向
上」も重視したポイントです。品質向上のためには、製品、
感性、セールス、サービスを4つの柱とした品質とは直接的
に関係しない部署も含めて、事業活動のクオリティを高め
ていく必要があります。社員一人ひとりが自分の業務品質
を見つめ直し、クオリティアップを図ることで、製品、人、ひ
いては企業の質的向上につながると考えているからです。

この「全社的なマネジメント品質の向上」の原動力とな
るクオリティ・マインドセットの高揚に向けた活動の一環と
して、毎年「クオリティ・フォーラム」を開催しています。各

「品質」は事業を支える重要な基盤

お客様とのすべての接点で 
品質の向上に取り組みます

製品品質、セールス・サービス品質の向上CSR重要課題

執行役員　TCS本部長 山
や ま だ

田 耕
こ う じ

司
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部門における品質改善の取り組み事例を参考にしたり、課
題解決に向けて連携する上での貴重な交流の場となって
います。また、成功体験の紹介はモチベーション向上にも
つながっています。

2018年度は初めて海外でも「クオリティ・フォーラム」を
開催し、三菱自動車グループ全体の品質に対する意識向
上につながったと実感しています。

品質トップレベルを目指して

長期ビジョンとして、「お客様から品質がトップレベルで
あると認識していただくこと」の実現を目指す当社では「製
品品質、セールス・サービス品質の向上」をCSR重要課題

（マテリアリティ）に設定していますが、これをマネジメン
トするための客観的指標として、お客様満足に関する外部
評価のランキングや当社独自の調査スコアを活用していま
す。お客様からのご指摘について客観的なデータを収集、
分析し、これを活用したアクションプランを立て、改善を実

践しています。2018年度は、製品品質では「故障・不良」の
低減が着実に進みましたが、「ご不満」の低減についてはま
だまだ道半ばの状態です。セールスやサービスの品質に関
しても、目標を一部達成したものの、多くの課題が浮き彫り
になりました。2019年度からは、明らかになった課題の解
決に向けて取り組みを進めていますが、その難易度は従来
よりも高いものになります。お客様目線で課題に向き合い、
強い意志を持って対処していくことにより、全社一丸となっ
てトップレベルの品質の実現に取り組んでいきたいと考え
ています。

三菱自動車の品質の考え方 — MMCクオリティハウス

CSR重要課題に関する
具体的な取り組み

方針  ................................................................  P.70

製品品質の向上  .........................................  P.71

感性品質の向上  .........................................  P.72

セールス品質の向上  ................................  P.72

サービス品質の向上  ................................  P.73

マネジメント体制  .......................................  P.74
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当社がグローバルに事業を展開する上で大切にしてい
るのは、「地域に事業をさせていただいている」という感謝
の気持ちです。

経済成長著しいアセアン地域では、急激な社会変化の
中で経済格差や健康問題、教育問題など深刻な社会課題
が顕在化しており、我々はこの課題に地域と共に向き合っ
ていきます。

政府やビジネスパートナー、地域住民、従業員などス

三菱自動車は世界160以上の国と地域で事業を展開しています。それぞれの国・地域は成長のス
ピードが異なり、また、抱える社会課題も異なります。そこで、事業展開している地域に寄り添い、発
展と課題解決に向き合い、共に成長を目指すことは、持続可能な社会へと導き、ひいては当社の持続
的な成長につながると考えています。

テークホルダーからの要請を踏まえ、具体的には、「雇用」
「人材育成」「投資」「技術移転」「輸出事業」という5つの
切り口で取り組みを進めています。

これら5つの取り組みテーマの中で、まず重要なのは雇
用です。安定した雇用機会の創出は、経済面だけでなく、教
育や健康といった幅広い課題の解決に効果的です。雇用
の安定供給をベースに、現地従業員を当社へ派遣するな
どの人材交流を含むグローバルな人材育成にも取り組ん
でいます。

また、投資や技術移転、輸出事業は当社の事業活動と一

5つのテーマで地域経済に貢献

地域の発展と課題解決に貢献し 
共に成長する社会を目指します

事業を通じた地域経済への貢献CSR重要課題

執行役専務（アセアン担当） 矢
や た べ

田部 陽
よういちろう

一郎
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体の取り組みだと捉えています。クルマを生産・販売し、旺
盛な内需に応えるだけでなく、アセアン域内・外へと輸出し
ていくためには、さらなる投資や技術移転が不可欠です。

さらにアセアン各社で共通の社会貢献方針にもとづき、
職業訓練校の支援や植林活動、被災地復興支援などの社
会貢献活動にも取り組んでいます。「誰もがいつでも何に
でも挑戦できる」環境や機会を提供できるよう、今後も地
域の声に耳を傾け、当社のノウハウと強みを生かして、地
域の社会課題の解決に積極的に取り組んでいきます。

50年以上にわたるアセアン地域での事業活動を通じ、
地域の経済・社会の発展とともに当社も事業の成長を実現
しました。今後も社会課題の解決を支援することで、地域
と共生しながら持続的に成長する社会の実現を目指して
いきます。

雇用

人材
育成

投資 技術
移転

輸出

関連するSDGs

地域経済に貢献する5つのテーマ

CSR重要課題に関する
具体的な取り組み

方針  ................................................................  P.75

マネジメント体制  .......................................  P.75

取り組み  .......................................................  P.76
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社員は自らの成長と大切な家族や周囲の人を幸せにする
ために働いていると思います。働き方改革は社員一人ひとり
にどのような生き方をしたいのかを問いかけ、自ら「生き方
を変えていく（変革）」ことを意味しています。自身のために
時間をいかにうまく使い、子育てや介護など自分にとって大
切な人のためにいかに有効に時間を使うかが働き方改革の
本質です。この一人ひとりの変革を最大限にサポートするた
めに、働き方を選択できるように取り組んでいます。

自動車産業を取り巻く環境が急速に変化する中で、三菱自動車が持続的に成長し、企業価値の向
上を実現するためには、強みを持つ地域で、強みに特化した商品を投入し、存在感を発揮する会社を
目指す必要があります。その実現を担うのは「人」です。
当社は業界他社に比べて社員数が少ない分、一人ひとりが担当する業務の範囲は広くなります
が、そこにやりがいを感じるとともに能力を十分に発揮し得るよう、働き方改革を進めています。

2018年度は、長時間労働の是正や有給休暇取得促進と
テレワークの活用などの「柔軟な働き方の促進」について、
それぞれの取り組みに目標や指標を設定して進めてきまし
た。2019年度もこれらの取り組みをさらに推進して「総労
働時間の削減」を目指すとともに、執行役CEOをリーダー
とし、各部門の本部長クラスで構成する「全社働き方改革
委員会」で、各部門独自に工夫して取り組んでいるベスト
プラクティスを共有し、全社レベルの施策の展開・定着に
つなげていきます。

社員の「生き方の変革」をサポートする
働き方改革に取り組みます

働き方改革CSR重要課題

一人ひとりの生き方に合った働き方の選択

執行役員　人事本部長 橋
はしもと

本 哲
て つ や

也

CSR重要課題への
コミットメントCSRマネジメント トップ

コミットメント 環境 社会 ガバナンス
GRIスタンダード対照表
／SDGs対照表 第三者意見 編集方針

パフォーマンス報告



20

CSR重要課題への
コミットメント

三菱自動車 サステナビリティレポート2019

近年、新入社員の国籍を見ても様々であり、当社には多
様な人材が働いています。社会・市場環境が急速に変化し
ていく中で、変化に柔軟に対応していくためには、異なる価
値観や考え方を持つ社員が互いに尊重し合い、切磋琢磨

する環境が必要です。
そのためのダイバーシティ施策の推進も目標および

指標を設定して進めてきました。女性活躍推進としては
2020年度末までに女性管理職100人を目指しています

（2019年4月時点68人）。
また、2018年に「両立支援コンシェルジュ制度」を創設

し、介護や育児と仕事の両立ができるよう個別支援を強化
しました。制度をうまく活用することで仕事と生活が相乗
効果を生み、社員と会社が共に成長していることを実感で
きる状態を目指し、支援を続けていきます。

さらに、60歳以降も社員がいきいきと働けるよう、働く
環境を整備することにより、シニア人材の活躍の場を広げ
ています。
「働き方改革」に取り組み、三菱自動車らしい事業活動

を通じて活力ある持続可能な社会の実現に貢献していき
ます。

多様な人材の確保と育成に向けて

人材育成にあたっては、三綱領、企業ビジョン・ミッショ
ンとともにMMC WAY（ P.86参照）を方針の柱として
います。MMC WAYでは当社社員に必要な心構えと行動
を明確にしています。具体的には、「Cross-functional」

「Transparent」「Look outward」「Commit」「Challenge」
「Perform」の6項目です。これらの体現度合いを人事評価
の仕組みに導入するなど、MMC WAYを体現できる人材、ひ
いては三菱自動車の発展に貢献できる人材の育成に注力し
ています。

MMC WAYを体現する人材の育成に注力

関連するSDGs

CSR重要課題に関する
具体的な取り組み

働き方改革  ..................................................  P.78

ダイバーシティ  ...........................................  P.79

人材育成  ......................................................  P.83
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CSR重要課題への
コミットメント

三菱自動車 サステナビリティレポート2019

内部統制の体制として、コンプライアンス、情報セキュリ
ティ、リスク管理、J�SOXの4つの委員会を設置し、具体的
な施策を報告・決議しています。さらにこの4つの委員会に
おける取り組みは、執行役CEOを委員長とする内部統制委
員会において、確認・評価しています。

2018年度は、国内外19社の主要関連会社にも内部統制
委員会を設置、運用を開始しました。2019年度は23社での
運用を予定しており、体制の整備を進めています。

2018年度には、すべての役員・社員が守るべき規範として
「グローバル行動規範」を制定しました。多くの国や地域で
事業を展開している当社にとって、各国や地域の法令やルー
ルを遵守することは言うまでもありませんが、法令やルール
さえ守っていればよいというものでもありません。「グローバ
ル行動規範」では、法令や国際ルールに加え、社内規定や一
般的な社会規範に対しても適切に配慮して行動することを
定めています。とはいえ、地域によって社会規範の定義や解
釈が異なることもあります。この場合には、積極的なコミュ
ニケーションを通じて相互理解に努め、「グローバル行動規

三菱自動車は、過去の反省から、長年にわたって社員のコンプライアンス意識の啓発と徹底、組織
としての内部統制体制の強化を図ってきました。
明確な行動規範を示し、責任ある行動の徹底を図ることで、内部統制システムが真に機能する組
織をつくり、持続的な成長を支える基盤を強固なものとしていきたいと考えています。

体制と規範の整備を拡充

意識としくみの両輪で
グローバルリスクに備えます

コーポレートガバナンス・コンプライアンスCSR重要課題

理事（グローバルリスクコントロール／渉外担当） 廣
ひろざね

實 郁
いくろう

郎
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CSR重要課題への
コミットメント

三菱自動車 サステナビリティレポート2019

組織にとって内部統制とは、人間の神経系統のようなも
のだと考えています。異変を察知して鋭敏に動くことで危
機を未然に防ぐことができる。この異変を察知する感度を
高く保持するために、役員・社員の意識向上と、これを支え
る体制の重要性を認識し、この活動に取り組んでいます。

特に、当社には教訓とすべき過去があります。役員・社員
が過去に学び、将来に生かす教育プログラムや定期的な
対話の場を設けるようにしています。

また、今後ますます多様化する社会環境や価値観に対
応できる感覚を養うことも、啓発活動の一環として積極的
に取り組んでいきます。

意識向上に向けて啓発活動を続けていく

行動規範を示し、絶え間ない啓発活動をもってしても顕
在化してしまうリスクに備え、グローバルなガバナンスの
向上にも注力しています。

2018年度にはグローバル内部通報窓口を設置しました。
この窓口への通報は、企業活動の基礎となりグループすべて
の役員・社員が守るべき「グローバル行動規範」に反する行
為を対象としており、窓口に寄せられた事案は、担当である
私に報告され、迅速に調査・対応しています。

顕在化したリスクには迅速に対応

範」を実効性あるものにしていく活動を続けています。
当社は、2019年6月の定時株主総会を経て、指名委員

会等設置会社へと移行しました。監督と執行を分離するこ
とで、経営監督機能の強化と執行のスピードアップを実現
し、経営の健全性、透明性、効率性の確保とガバナンス強
化を図っています。

関連するSDGs

CSR重要課題に関する
具体的な取り組み

コーポレート・ガバナンスの
基本的な考え方と体制  ..........................  P.101

コンプライアンス

　基本的な考え方・方針 .......................  P.106

　マネジメント体制  ................................  P.107
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